
新ど研モノゴトFACTORY第5弾 北大おみやげ開発プロジェクト
クラーク博士の思いを受け継ぐ「HOKUDAI Clark‘s Milk」シリーズ追加

初コラボ！北大農場の希少な牛乳×北大果樹園の果実
食品添加物不使用のアイスクリームを発売

2020年11月6日

株式会社 北海道博報堂
新どさんこ研究所

株式会社北海道博報堂（本社：札幌市中央区、代表取締役社長：池田剛）の
「新どさんこ研究所（以下、新ど研）」は、北海道の魅力を掘り起す商品開発プロジェクト
「新ど研 モノゴトFACTORY」を立ち上げ、これまで４種の商品を開発してきました。

「HOKUDAI Clark’s Milk」は、北大マルシェ Café & Labo （法人：株式会社北海道
農村研究所 代表：大黒宏）と共同でこれまでバウムクーヘンやマドレーヌを開発・発売
してまいりました。第5弾の今回は、北大教授で果樹の研究をされている星野洋一郎氏ご協力の
もと、余市果樹園のフルーツを使ったフレーバー（ハスカップ・ブルーベリー・ラズベリー）
のオリジナルアイスクリームを開発しました。

「HOKUDAI Clark’s Milk」は、北大の研究資産そのものをブランド化し、おみやげを開発する
プロジェクトです。クラーク博士の時代から140年以上の歴史を持つ北大農場で採れる希少な
牛乳を使用しています。主な素材は北海道産・無添加にこだわり、今後もシリーズ商品の充実
化を図ってまいります。

◎発売日 ：2020年11月16日（月）

◎Webサイト ：http://www.marche-cafelabo.com/ 

◎新商品概要



＜販売元・販売店＞
・北大マルシェ Café & Labo

所在地 北海道札幌市北区北９条西５丁目北海道大学百年記念会館１階
連絡先 TEL・FAX：011-706-3213 
営業時間 10時～17時 定休日 火曜
(札幌駅から徒歩5分 海道大学正門から入って徒歩1分、向かって右側の森の奥のレストラン)

▲大正時代から続く由緒正しい血統の末裔「ネリシロ」

クラーク博士から140年以上受け継がれた、北大農場で採れた希少な牛乳をスイーツに。

北大ミルクに北海道大学果樹園のフルーツを使ったフレーバーのアイスクリームが新登場！

北海道民の今の姿をデータで明らかにしながら、「一歩先の北海道民＝新どさんこ」と
定義して、その変化を予測・提言する㈱北海道博報堂が設立した研究組織。
◎公式サイト：http://shindoken.com/

所長：山岸 浩之
＜プロフィール＞
2014年北海道博報堂入社。
コミュニケーション戦略局長兼マーケティング部長として、
北海道の様々なクライアントの戦略立案やリサーチを担当。

【新どさんこ研究所（新ど研）概要】

＜お問合せ先＞ 株式会社 北海道博報堂 ／ 担当： 河野俊介、花見夏姫
TEL：011-251-0176 ／ Mail：shindoken@hakuhodo.co.jp

クラーク博士指導の下に1876年に開校した札幌農学校
時代からはじまり、140年以上の歴史を持つ北大農場。
その頃の乳牛の子孫は今も飼育されていますが、わずか
十数頭しかおらず牛乳の生産量も多くはありません。

そこで新ど研は、その貴重な牛乳を多くの方に味わって
もらいたい！という想いと、伝統を受け継いできた北海道
の酪農のさらなる発展のために、「100年かけて、ふつう
をつくる。」をキャッチフレーズに「HOKUDAI Clark’s 
Milk」プロジェクトを始動、 商品開発をプロデュース
しております。

素材の味を損なわないように、安心・安全な食品添加物
を使用しないアイスクリームの開発に取り組ました。
ポイントは、乳化安定剤を使用しないことによる影響を
他の素材で補うこと、乳脂肪分・固形分・糖分を変動する
生乳の成分にあわせてコントロールすること、そしてノン
ホモジナイズド製法（乳中の脂肪球を均一化しない）でも
滑らかで口当たりの良い仕上がりにすることでした。
試作や研究に取り組み、素材の美味しさを楽しんでいただ
くために開発した商品です。

【余市果樹園】大正元年（1912）にくだものの研究と
普及のため設立されました。北海道の長い冬や寒さという
環境にあった栽培方法などの研究を続けています。リンゴ、
ブドウ、ナシなどに加え、ベリー類のハスカップやブルー
ベリー、ラズベリーなどの美味しいくだものづくりをめざ
しています。

北海道大学 星野洋一郎教授

余市果樹園産ハスカップとブルーベリー


